
や
が
て
、
歩
■
の
合
図
で
、
五
列
縦
隊
の
小
隊
は
、
屠
殺
場
へ

引
か
れ
る
羊
の
ご
と
く
、
黙
々
と
作
業
場
へ
向
か
う
姿
は
、
体
験

者
な
ら
で
は
わ
か
ら
ぬ
苦
痛
で
あ
っ
た
。

二
年
目
に
は
い
っ
て
、
中
隊
全
員
で
四
階
建
て
四
十
戸
分
の
高

級
れ
ん
が
づ
く
り
マ
ン
シ
ョ
ン
を
約
一
年
間
で
完
成
し
た
。
作
業

中
、
最
も
苦
し
か
っ
た
こ
と
は
、
地
下
三
メ
ー
ト
ル
凍
る
と
こ
ろ

の
た
め
、
一
メ
ー
ト
ル
四
角
、
三
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
ま
で
の
基
礎

掘
り
を
円
ぴ
と
鉄
棒
の
み
で
仕
上
げ
る
難
作
業
で
、
一
日
三
百
五

十
グ
ラ
ム
の
黒
パ
ン
と
燕
麦
の
お
か
ゆ
の
食
糧
で
は
、
日
ご
と
衰

弱
が
目
に
見
え
た
。

二
十
二
年
四
月
に
な
っ
て
、
弱
い
者
四
百
五
十
人
が
ダ
モ
イ
の

第
一
陣
と
発
表
さ
れ
、
将
校
は
後
に
し
、
下
士
官
の
私
が
検
診
の

結
果
、
右
肺
が
真
っ
黒
で
あ
っ
た
の
で
、
引
き
揚
げ
責
任
者
と
し

て
、
辛
苦
の
思
い
出
の
ラ
ー
ゲ
ル
を
、
お
礼
の
挨
拶
を
終
わ
り
、

踊
る
心
を
押
さ
え
て
帰
国
の
途
に
着
い
た
。

懐
か
し
い
祖
国
へ
ダ
モ
イ
の
喜
び
の
車
中
、
一
人
が
停
車
時
に

盗
み
を
し
た
こ
と
が
、
ゲ
ー
ペ
ー
ウ
ー
の
発
見
す
る
と
こ
ろ
と
な

り
、「
あ
の
兵
は
ダ
モ
イ
は
で
き
な
い
。
即
刻
元
の
ラ
ー
ゲ
ル
に
戻

す
」
と
い
う
。
幾
度
か
許
し
を
嘆
願
し
た
が
、
聞
い
て
く
れ
な
い
。

や
む
な
く
最
後
に
「
ど
う
し
て
も
駄
目
な
ら
責
任
者
の
俺
を
返
し

て
く
れ
」
と
頭
を
下
げ
た
ら
、
彼
も
人
の
子
「
そ
れ
ほ
ど
言
う
な

ら
今
度
だ
け
は
許
し
て
や
る
」
と
ダ
モ
イ
を
と
も
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
責
任
者
と
し
て
は
、
寸
時
も
油
断
は
で
き
な
い
と
、
い

ま
さ
ら
な
が
ら
痛
感
し
た
。

ナ
ホ
ト
カ
で
の
第
一
か
ら
第
三
の
関
所
を
経
て
、
待
望
の
舞
鶴

上
陸
は
、
五
月
十
日
、
久
し
ぶ
り
に
見
る
新
緑
の
祖
国
の
土
を
涙

と
と
も
に
踏
み
し
め
て
、
復
員
手
続
き
を
終
わ
り
、
懐
か
し
い
我

が
家
に
、
親
族
に
迎
え
ら
れ
て
着
く
こ
と
が
で
き
た
。

ソ
連
に
連
行
さ
れ
て　 東
京
都
　
三
井
清
　 

そ
れ
は
十
一
月
初
旬
の
日
だ
っ
た
。
明
日
出
発
と
ソ
連
軍
よ
り

命
令
が
あ
り
、
十
一
月
十
日
こ
ろ
、
鞍
山
駅
を
出
発
し
た
。
約
四

十
五
日
間
の
汽
車
の
旅
だ
っ
た
。
お
ろ
さ
れ
た
場
所
は
、
十
二
月

半
ば
過
ぎ
な
の
に
、
草
な
ど
は
青
く
暖
か
く
、
か
な
り
南
に
来
て

い
る
と
感
じ
た
。
約
一
時
間
く
ら
い
歩
い
て
収
容
所
に
入
っ
た
。



収
容
所
は
、
三
方
に
望
楼
が
あ
り
、
ソ
連
兵
が
着
剣
を
し
て
監

視
し
て
い
る
。
収
容
所
の
周
り
は
有
刺
鉄
線
で
三
重
に
囲
み
、
外

側
に
は
電
流
を
通
し
て
い
た
。
宿
舎
は
二
百
人
く
ら
い
は
い
れ
る

棟
が
五
棟
と
、
炊
事
場
、
医
務
室
で
、
収
容
所
の
真
ん
中
に
小
川

が
流
れ
て
い
た
。

食
事
は
原
米
、
小
豆
、
コ
ー
リ
ャ
ン
、
ア
ワ
等
の
お
か
ゆ
が
主

で
、
昼
は
黒
パ
ン
に
少
量
の
砂
糖
等
だ
っ
た
。

仕
事
は
、
用
水
池
の
堤
防
づ
く
り
。
朝
八
時
、
正
門
前
に
、
数

え
ら
れ
や
す
い
よ
う
に
五
列
に
並
ん
で
、
ソ
連
の
人
員
点
呼
を
受

け
、
作
業
場
に
行
く
。
三
十
分
く
ら
い
で
仕
事
場
に
着
き
、
一
輪

車
に
土
を
入
れ
て
、
堤
防
の
上
に
積
み
上
げ
て
固
く
た
た
く
。

昼
に
な
る
と
ラ
ー
ゲ
ル
に
帰
り
、
昼
食
の
黒
パ
ン
だ
。
パ
ン
は

固
く
酸
っ
ぱ
く
て
、
汗
を
流
し
な
が
ら
、
食
べ
る
始
末
だ
。
午
後

も
同
じ
仕
事
だ
。
そ
の
う
ち
に
こ
こ
は
タ
シ
ケ
ン
ト
だ
と
わ
か
っ

た
。
ソ
連
の
民
間
人
か
ら
聞
い
た
の
だ
。

午
後
は
五
時
ご
ろ
ま
で
で
、
約
半
年
続
い
た
。
堤
防
工
事
に
は

ド
イ
ツ
の
捕
虜
も
離
れ
た
場
所
で
仕
事
を
し
て
い
た
。
彼
ら
の
仕

事
ぶ
り
は
、
作
業
始
め
の
号
令
で
一
斉
に
仕
事
に
か
か
り
、
休
憩

の
号
令
が
出
る
と
、
ど
ん
な
と
き
で
も
一
斉
に
休
む
。
日
本
人
と

国
民
性
の
違
い
を
目
の
前
で
見
せ
つ
け
ら
れ
た
。

日
本
人
は
、
仕
事
始
め
で
も
な
か
な
か
仕
事
に
か
か
ら
ず
、
た

ば
こ
を
吸
い
な
が
ら
、
だ
ら
だ
ら
仕
事
を
始
め
る
の
だ
が
、
仕
事

に
勢
い
が
つ
く
と
、
汗
を
流
し
て
、
休
憩
時
に
も
休
ま
ず
、
ド
イ

ツ
人
よ
り
も
早
く
確
実
に
仕
事
を
す
る
の
だ
が
、
ソ
連
人
は
イ
ン

チ
キ
だ
と
い
っ
て
争
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
営
倉
に
入
れ
ら
れ
た
。

春
、
暖
か
く
な
っ
て
き
た
ら
、
マ
ラ
リ
ヤ
が
発
生
し
、
三
百
人

く
ら
い
の
者
が
悩
ま
さ
れ
、
ま
た
鳥
目
に
な
る
者
が
多
発
し
た
。

な
に
し
ろ
青
い
野
菜
は
全
く
な
く
、
肉
も
な
く
、
時
々
塩
漬
け
の

魚
が
出
る
程
度
で
、
入
浴
も
二
週
間
に
一
回
く
ら
い
で
、
町
の
入

浴
場
に
一
日
が
か
り
だ
。

そ
の
後
、
町
の
綿
の
実
か
ら
油
を
と
る
工
場
で
の
仕
事
だ
。
貨

車
に
積
み
込
ま
れ
た
綿
の
実
を
お
ろ
し
て
、
コ
ン
ベ
ヤ
ー
に
乗
せ

て
工
場
に
送
り
込
む
仕
事
だ
っ
た
。
こ
こ
で
は
三
交
代
で
、
我
々

の
ほ
か
に
ウ
ズ
ベ
ッ
ク
、
キ
ル
ギ
ス
、
カ
ザ
ッ
ク
、
朝
鮮
、
中
国
、

ロ
シ
ア
、
等
々
の
人
種
の
人
が
働
い
て
い
る
の
に
は
驚
い
た
。
女

も
男
も
全
く
同
じ
仕
事
で
、
夜
間
も
働
い
て
い
る
。

こ
の
工
場
に
一
か
月
ぐ
ら
い
働
い
て
い
た
ら
、
ソ
連
軍
よ
り
、

日
本
に
ダ
モ
イ
だ
と
知
ら
さ
れ
て
、
二
十
二
年
四
月
ご
ろ
、
タ
シ



ケ
ン
ト
を
出
発
し
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
か
ら
少
し
離
れ
た
セ
ミ
ョ
ノ

フ
カ
と
い
う
町
に
お
ろ
さ
れ
た
。
そ
の
間
二
十
五
日
間
く
ら
い
の

汽
車
の
旅
だ
っ
た
。

引
込
線
の
野
原
に
四
日
間
く
ら
い
野
宿
を
し
て
、
五
日
間
の
食

糧
を
持
た
さ
れ
て
の
行
軍
が
始
ま
っ
た
。
先
頭
が
出
発
し
て
か

ら
、
私
た
ち
は
最
後
尾
な
の
で
、
一
時
間
半
く
ら
い
で
歩
き
出
し

た
。
五
月
の
シ
ベ
リ
ア
は
、
太
陽
が
強
く
、
一
か
月
近
く
太
陽
に

当
た
っ
て
い
な
い
の
で
、
苦
労
し
た
。

峠
の
途
中
ま
で
く
る
と
、
先
を
行
っ
た
連
中
で
、
道
の
両
側
に

倒
れ
て
い
る
仲
間
を
見
た
。
息
も
な
く
、
死
ん
で
い
る
。
ど
の
顔

を
見
て
も
紫
色
だ
っ
た
。
日
射
病
だ
と
直
感
し
た
。
約
二
百
人
ぐ

ら
い
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
ソ
連
の
ト
ラ
ッ
ク
が
来
て
、
丸
太
で

も
積
む
よ
う
に
し
て
ど
こ
か
に
持
っ
て
行
っ
た
。
行
き
先
は
不
明

だ
っ
た
。
捕
虜
に
な
っ
て
初
め
て
悲
惨
な
光
景
を
見
て
、
こ
れ
か

ら
先
ど
ん
な
こ
と
に
な
る
か
不
安
だ
っ
た
。

行
軍
を
し
て
四
日
目
の
夜
、
野
宿
を
し
て
い
る
我
々
の
と
こ
ろ

に
ソ
連
兵
が
来
て
、
明
日
か
ら
仕
事
だ
と
言
わ
れ
た
。
仕
事
は
こ

こ
か
ら
山
に
向
か
っ
て
道
路
を
つ
く
る
仕
事
だ
っ
た
。
山
の
中

で
、
家
も
な
く
、
我
々
の
野
宿
生
活
の
始
ま
り
だ
。
道
具
は
シ
ャ

ベ
ル
、
ツ
ル
ハ
シ
、
ナ
タ
、
二
人
引
き
鋸
だ
け
だ
。

私
の
隊
は
橋
づ
く
り
の
仕
事
だ
。
小
さ
い
橋
は
一
日
で
完
成
の

こ
と
。
長
い
橋
で
も
三
日
間
く
ら
い
で
完
成
、
以
上
が
ノ
ル
マ
だ
。

橋
を
つ
く
る
に
は
、
川
上
の
山
中
に
入
っ
て
太
い
木
を
切
り
、
川

に
流
し
て
目
的
地
ま
で
運
ん
で
、
橋
を
つ
く
る
の
だ
が
、
山
に
入

る
と
山
ダ
ニ
、
蚊
、
ブ
ヨ
に
悩
ま
さ
れ
た
。
特
に
山
ダ
ニ
に
刺
さ

れ
る
と
命
を
失
う
と
き
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
、
肌
を
出
さ
な
い
で

仕
事
を
し
た
。

周
り
に
は
ソ
連
兵
が
鉄
砲
を
持
っ
て
見
回
っ
て
い
る
。
夜
、
寝

る
場
所
も
な
く
、
仕
方
な
く
細
い
木
を
切
っ
て
三
角
の
小
屋
を
つ

く
り
、
屋
根
は
草
を
覆
い
、
床
は
毛
布
を
敷
き
、
三
十
五
人
く
ら

い
一
組
に
な
っ
て
の
生
活
だ
。

食
糧
は
原
米
と
ア
ワ
が
主
で
、
他
に
油
、
塩
で
野
菜
、
肉
、
魚

な
ど
は
全
く
支
給
さ
れ
ず
、
栄
養
失
調
に
な
る
者
が
続
発
し
た
。

や
む
を
得
ず
ア
カ
ザ
と
い
う
草
を
ゆ
で
た
り
、
山
に
入
っ
て
キ
ノ

コ
を
取
っ
て
食
べ
た
。
工
事
が
進
む
に
つ
れ
、
山
の
奥
に
行
く
の

だ
が
、
雨
が
降
っ
て
も
小
屋
の
中
ま
で
雨
水
が
入
る
し
、
着
物
ま

で
ぬ
れ
て
、
寒
さ
も
加
わ
り
、
高
熱
を
出
す
者
も
数
多
く
出
た
。

食
糧
も
雨
が
降
る
と
二
日
、
三
日
と
遅
れ
て
、
一
日
中
食
べ
ず



に
い
る
と
き
も
何
回
か
あ
っ
た
。
シ
ラ
ミ
、
ブ
ヨ
、
蚊
に
は
悩
ま

さ
れ
、
顔
は
青
白
く
な
り
、
体
を
動
か
す
気
力
も
な
く
、
小
屋
の

中
に
寝
て
い
る
よ
う
な
人
が
多
く
出
て
き
た
。
俺
は
も
う
だ
め
だ

と
言
い
出
し
た
り
し
て
、
死
ん
で
い
く
者
が
出
て
き
て
、
本
当
に

悲
惨
こ
の
上
な
し
だ
っ
た
。

ま
た
、
蚊
、
ブ
ヨ
の
た
め
、
手
足
が
化
膿
し
、
痛
い
手
足
を
引

き
ず
っ
て
の
作
業
だ
っ
た
。
着
物
は
破
け
て
、
敗
れ
た
と
こ
か
ら

ブ
ヨ
が
入
っ
た
り
し
て
、
仕
事
も
で
き
な
い
始
末
だ
っ
た
。
ソ
連

兵
か
ら
は
叱
ら
れ
る
し
、
人
間
の
地
獄
だ
っ
た
。
こ
ん
な
生
活
を

十
月
下
旬
ま
で
さ
せ
ら
れ
た
。

や
が
て
雪
が
降
り
出
し
た
。
急
に
寒
く
な
り
、
山
を
く
だ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
五
月
初
め
、
山
に
入
っ
て
か
ら
、
山
を
お
り
る
間
、

約
百
五
十
人
く
ら
い
の
人
が
死
ん
だ
よ
う
だ
。
こ
の
人
た
ち
は
山

の
中
に
穴
を
掘
っ
て
埋
め
て
き
た
。
山
を
お
り
る
と
き
は
七
百
人

く
ら
い
に
な
っ
て
い
た
と
思
う
。

山
を
お
り
て
セ
ミ
ヨ
ノ
フ
カ
の
町
に
入
り
、
我
々
は
五
十
人
、

ま
た
は
百
人
く
ら
い
に
分
か
れ
て
、
ト
ラ
ッ
ク
で
地
方
に
分
散
さ

せ
ら
れ
た
。
私
は
十
人
く
ら
い
で
町
に
残
り
、
糧
秣
運
搬
の
仕
事

だ
っ
た
。
こ
の
と
き
の
生
活
は
、
山
で
道
路
作
業
を
し
て
い
た
と

き
と
天
と
地
の
違
い
で
、
仕
事
は
軍
か
ら
一
週
間
に
一
回
く
る
糧

秣
を
各
分
隊
に
配
る
仕
事
だ
っ
た
。

時
々
ソ
連
の
官
舎
の
使
役
に
使
わ
れ
る
く
ら
い
だ
っ
た
。
糧
秣

も
原
米
が
主
で
、
肉
、
魚
、
野
菜
、
砂
糖
、
油
等
も
多
か
っ
た
。

ま
た
町
に
出
る
の
も
あ
る
程
度
自
由
で
、
町
の
民
家
に
も
行
っ

て
、
一
般
ソ
連
人
の
生
活
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

分
散
さ
れ
た
者
は
、
国
道
か
ら
の
二
キ
ロ
か
ら
三
キ
ロ
の
間
の

小
屋
に
入
り
、
山
に
行
っ
て
電
柱
く
ら
い
の
木
を
倒
し
て
、
道
路

に
出
す
仕
事
だ
っ
た
。
切
っ
た
木
は
ト
ラ
ク
タ
ー
が
運
び
出
す
の

で
、
楽
な
仕
事
だ
っ
た
。
午
前
午
後
二
時
間
く
ら
い
の
仕
事
だ
っ

た
。
こ
ん
な
生
活
が
四
月
半
ば
ま
で
続
い
た
。

四
月
二
十
日
こ
ろ
、
ダ
モ
イ
の
た
め
ナ
ホ
ト
カ
に
出
発
し
、
収

容
所
に
入
っ
た
。
驚
い
た
こ
と
に
は
、
収
容
所
の
正
門
に
レ
ー
ニ

ン
、
ス
タ
ー
リ
ン
万
歳
の
看
板
が
出
て
い
た
。
我
々
が
階
級
章
や

正
章
を
つ
け
て
い
た
ら
、
他
の
日
本
兵
に
叱
ら
れ
、
階
級
章
も
正

章
も
取
ら
れ
た
。
こ
ん
な
も
の
を
つ
け
て
い
る
と
造
反
だ
と
言
わ

れ
て
、
目
を
白
黒
し
た
。

そ
し
て
午
前
午
後
、
共
産
主
義
の
教
育
だ
っ
た
。
講
師
は
洗
脳

さ
れ
た
日
本
兵
だ
。
彼
ら
は
共
産
主
義
に
共
鳴
し
、
ソ
連
の
手
先



に
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
破
格
の
待
遇
を
受
け
て
い
た
。

我
々
は
共
産
主
義
に
は
聞
く
耳
を
持
た
ず
、
使
役
集
合
の
号
令
が

出
る
と
、
は
だ
し
で
飛
び
出
し
、
収
容
所
の
裏
山
に
行
っ
て
ま
き

づ
く
り
が
日
課
だ
っ
た
。

五
月
二
日
こ
ろ
だ
っ
た
。
帰
国
の
船
が
く
る
の
で
、
身
体
検
査

と
持
ち
物
の
検
査
を
受
け
た
。
私
は
同
輩
の
髪
と
爪
を
持
っ
て
い

た
の
で
、
検
査
官
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
ふ
ん
ど
し
の
尻
に
入
れ

て
隠
し
、
な
ん
と
か
み
つ
か
ら
ず
に
済
ん
だ
。
こ
の
人
は
東
京
高

島
屋
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
の
で
、
帰
国
後
届
け
た
。

五
月
五
日
、
乗
船
し
、
そ
の
晩
出
港
だ
っ
た
。
船
上
は
明
優
丸

と
い
う
七
千
ト
ン
級
の
貨
物
船
で
梯
団
長
は
ナ
ホ
ト
カ
で
共
産
主

義
の
洗
礼
を
受
け
た
旧
日
本
兵
だ
。
こ
の
連
中
に
ナ
ホ
ト
カ
で
は

相
当
苦
し
い
思
い
を
さ
せ
ら
れ
た
の
で
、
船
中
で
は
大
騒
ぎ
と

な
っ
た
が
、
五
月
七
日
、
無
事
に
舞
鶴
に
上
陸
が
で
き
て
、
よ
く

ぞ
日
本
の
土
が
踏
め
た
と
い
う
思
い
だ
っ
た
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
記　 

大
阪
府
　
川
畑
克
志
　 

終
戦
よ
り
ソ
連
領
ウ
ズ
ベ
ッ
ク
共
和
国
タ
シ
ケ
ン
ト
収
容
所
到

着
ま
で
の
道
の
り
を
申
し
ま
す
と
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
終

戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
身
と
な
っ
て
奉
天
↓
ハ

ル
ビ
ン
↓
黒
河
を
経
て
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
エ
ン
ス
ク
に
到
着
（
二
十

年
九
月
初
旬
こ
ろ
だ
っ
た
と
思
う
）

。
部
隊
（
千
人
単
位
の
貨
車
輸

送
）
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
エ
ン
ス
ク
か
ら
ハ
バ
ロ
ス
ク
↓
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ッ
ク
を
経
て
日
本
に
帰
れ
る
と
思
い
込
ん
で
い
た
た
め
、
途
中

の
食
糧
は
一
人
米
四
合
、
乾
パ
ン
だ
け
だ
っ
た
。
黒
河
に
着
く
と

食
糧
も
切
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
千
人
分
の
コ
ー
リ
ャ
ン
三
袋
支

給
さ
れ
た
（
一
袋
八
十
キ
ロ
）

。
我
々
は
日
本
に
帰
る
の
だ
か
ら
辛

抱
し
よ
う
と
戦
友
と
励
ま
し
あ
っ
た
が
、
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
エ
ン
ス

ク
に
着
い
た
と
き
は
約
百
人
が
死
ん
だ
。
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
エ
ン
ス

ク
に
着
い
た
と
き
は
バ
ケ
ツ
一
杯
の
水
を
持
ち
上
げ
る
気
力
も
な

か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
が
死
と
の
戦
い
だ
っ
た
。




